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＊阪神・淡路大震災
137・7万人

＊ナホトカ号海難事故
30万人

＊東日本大震災
154・5万人

＊熊本地震
12・1万人

＊西日本豪雨
26・5万人

＊台風15号、19号
22・0万人

＊能登半島地震
16・0万人

●兵庫県佐用町水害
（2009）人口2万人の

街に、16,000人のボラン
ティアが駆け付けた。



＜災害から地域の人々を守るために＞ （全社協）
ー災害福祉支援活動の強化に向けた報告書ー

（2022年3月31日発表）
２、歴史から災害福祉支援活動を考える

（３）ボランティア活動等の近年の動き
〇2004年新潟県中越地震

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議設立
（通称「支援P」）
〇JVOAD（全国災害ボランティア支援団体ネットワー
ク：設立 2017年2月8日、前年が熊本地震）
＊2016年熊本地震で、県庁に支援者を集め、現場の状
況などの共有と今後の支援策についての議論を行っ
た。これを“火の国会議”と称し、内閣府からも注目
され、以後の災害時も同じスタイルの情報共有の場
を持った。



「民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
個
人
的
な
で
す
ね
、
能

登
へ
の
通
行
を
や
め
て
く
だ
さ
い
」。
石
川
県
の

馳
浩
知
事
が
こ
う
述
べ
た
の
は
、
２
０
２
４
年
元

日
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
4
日
後
だ
っ
た
。
認
定

N
P

O

法
人
「全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（JV

O
A

D
)

の
栗
田
伸
之
代
表

理
事
は
、
こ
の
発
言
を
会
議
室
の
外
で
聞
く
し
か

な
か
っ
た
。
自
治
体
と
支
援
団
体
の
間
に
入
っ
て

調
整
す
る
「災
害
中
間
支
援
組
織
」の
役
割
を
果

た
せ
る
の
に
災
害
対
策
本
部
会
議
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

（毎
日
新
聞

２
０
２
５
・1
・１
７
）

石
川
県
知
事
は
、JVO

AD

に
相
談
な
く
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
自
粛
論
を
発
表
し
た
。
6
月
1
日
に

公
布
と
な
っ
た「
災
害
対
策
基
本
法
」で
、

JVO
AD

は
、「
災
害
中
間
支
援
組
織
」と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。



(中日新聞 2025・7・9）

＊ボランティア 16万7764人（2024年12月末時点）
＊農林水産業ボランティア

2655人（2024年12月末時点）

（↑登録制度は阪神・淡路で破綻している。）



（2024年2月14日石川県知事が発表したボランティアの活動状況）



阪神・淡路大震災（1995）から30年
ボランティア元年

日本全国から最大で1日20,000人のボランティアが 駆けつ
けたその数は、1年間で延べ 約1,380,000人にのぼった。

（＊1,380,000人という数字は、未だに塗り替えられていない。
（＊１９２３年の関東大震災がボランティア元年では？とい

う指摘もある。セツルメント運動がボランティアの原点）
（＊現コープこうべを立ちあげた賀川豊彦は、1909年

神戸市葺合区（現中央区）で、セツルメント運動を始める。



セツルメント運動
日本でも、1897年に片山潜が東京神田に作ったキン

グスレー館のようなセツルメント運動が興っている。
セツルメント運動とは、知識人（法律や援助技術な

どの専門知識を持つ者）や学生がスラム（貧困地区）
に住み込んで、子どもたちのへの教育をはじめ、人間
的交流を通して地域の人たちの生活改善に働きかけ、
さまざまな社会改良運動を行うこと。このセツルメン
ト運動に関連した文章の中で、はじめて“ボランティ
ア”という言葉が使われた。1950年後半からは、全国
に社会福祉協議会が設立された。
◎1887年、イギリスから入ってきたこのセツルメン
ト運動が、ボランティアの起源



（
１
９
９
５
・
４
・
１
７
朝
日
新
聞
）

◎１００万人の内、初心者が
６０％～７０％も占めた。

〇何もできないかもしれないけど、
何かはできるんじゃないか？

〇何もできないかも知れないからこそ、何でもできるのでは？

二
ヶ
月
で
一
０
０
万
人
を
超
え
た
。

一
年
間
で
１
３
７
万
７
０
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。



阪
神
・淡
路
大
震
災
当
時

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
精
神
科
医
、

中
井
久
夫
さ
ん
は

「と
っ
さ
の
知
恵
を
働
か
せ
、
今
こ
の
状
況
で
何

が
で
き
る
か
を
考
え
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
た

無
名
の
人
々
が
い
る
」
「有
効
な
こ
と
を
な
し
え

た
の
は
、
す
べ
て
、
そ
の
時
点
で
最
良
と
思
う
行

動
を
自
己
の
責
任
で
行
っ
た
者
で
あ
っ
た
。
指
示

を
待
っ
た
者
は
何
事
も
な
し
え
な
か
っ
た
」

『災
害
が
ほ
ん
と
う
に
襲
っ
た
時
ー

阪
神
・淡
路
大
震
災
５
０
日
間
の
記
録
』

（み
す
ず
書
房
、
２
０
１
１
年
）



「
存
在
し
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
の
場
に
い
て

く
れ
る
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
第
一
の

意
義
」

阪
神
の
と
き
に
中
井
久
夫
が
繰
り
返
し
言

い
続
け
た
支
援
者
の
精
神
は
、
確
か
に
後

進
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

（『
心
の
ケ
ア
－
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
東
北
へ
』加
藤

寛
＋
最
相
葉
月
、
講
談
社
現
代
新
書

－
巻
末
ル
ポ

２
２
７
ｐ
よ
り
）



ボランティアによる多彩な活動が、被災者にとっ
ても豊かな人間関係をつくる。

・介護、看護、病院送迎、心のケアー

•引っ越し手伝い、イベント紹介

•何でも相談、お茶会、話し相手（足湯ボランティア）

•入浴サービス、家事手伝い、買い物代行、バザー

•学習サポート、子どものサポート、託児代行、

•ＤＶ被災者支援

•避難所やテント生活のサポート、洗濯ボラ

•炊き出し（鍋釜作戦）

•個別のニーズ対応（アトピー食、糖尿病食）

•大工ボランティア、避難所から地域再建（魚崎地区）

•自然環境保護運動、ペット救済活動

•読経ボランティア

•災害時最優先配慮者のサポート



2024年能登半島「やさしや足湯隊」発足（登録しているのは現在
約300名）、現在 第3１次派遣まで終わっている。なお、この足湯
ボランティア活動は、30年前の阪神・淡路大震災が最初。



輪島市西保地区上大沢の集会所で足湯を。昨年の9月の豪
雨災害までは、ここで寝泊まりをされていた方も数名い
た。（今年の5月26日に電気が回復した。）



1998年～生きがい・仕事づくりとして始める。
この写真は東日本大震災後の写真。



■陸前高田の仮設住宅で

「仮設に入って落ち着いた頃、ボランティアの
方々が県外などからも来て、がんばっているのに、
自分は歴史も財産も失ったというむなしさで「う
つ」になっていました。でも私でも何か役に立つ
ことがない のか？昔人形を作っていたなつかしさ
で、このぞうさんを教わりました。今はぞうさん
を作ることが、自分も生きようという心をかきた
ててくれ、支援の一助になれば と少しは役に立つ
ように思わせてくれました。まけないぞう、がん
ばるぞうさんありがとう。」

ボランティアでもできる心のケア



避難所でワイワイ言いながら・・・・

←新潟地震（2004）の被災者



私にとってぞうさんはーーー命の恩人 前にも話しましたが

避難所でイジメや孤独 人間不信 人ってこんなにも全てを失う

と驚変するんやなぁーって 避難所を出て車で寝泊まりしよう

としたり 旦那にとめられましたけどね そんな心が病んでる時

に ぞうさんと知り合って・・・・・。

夢中で作ってる間はなんも忘れて少し気が楽になって笑える

ようになった いわば私にとって命の恩人です…‥‥

未だにぞうさんは🐘🐘手放せません 私にとって切り離せない

存在なのでずっと繋がりがあるように

二度とあんな思いはしたくね～。

（釜石市の仮設から東京の娘さんがいる地域に移る

視力障害を持つ Ｓさん）



君がスラムの人たちを前にして考えるべきことは、

彼らのニーズは何か、ということではなく、もし彼ら

が本来の力を発揮する自由を与えられたならばど

う行動するかということ、そして君はどのようにして

その自由を拡大できるかということである。

（アマルティア・セン、２００２年の世界ハビタットデー

のためにＵＮ－ＨＡＢＩＴＡＴが編集したビデオに収録

された発言）

ニーズに対応するだけではなく、被災者が

自由になることが大事！！

●初心者ボランティアだからこそ、このような発

想ができるのかも・・・・。



自立支援とは？

自立支援とは、被災者を孤立させない
ための人権運動である。その過程の中
で求められているのは、未知の救援の
文化創造である。従って、支援に当
たっては被災者が主役、ボランティア
は脇役であることを忘れてはならない。

（1995年11月1日、阪神大震災地元NGO救援連絡会議、仮設支援連絡会
第1回「寺子屋」 故 秦 洋一・朝日新聞論説委員）



「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」と
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は

数
の
問
題
で
は
な
い
。
7
割
が
初
心
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
当
時
の
危
機
を
救
っ
た
の
は
、
彼
ら

彼
女
ら
勇
気
と
自
主
性
だ
っ
た
。
真
に
被
災
者
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
水
や
食
料
の
提
供
だ
け

で
は
な
い
。
当
時
は
被
災
者
が
い
か
に
し
て
自
立

す
る
か
が
考
え
ら
れ
た
。
元
気
な
方
に
は
器
具

を
貸
し
、
調
理
を
委
ね
る
と
い
う「
鍋
釜
作
戦
」は

そ
の
表
れ
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
発
想
で
支
援
す
る

と
い
う
の
が
初
心
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
強
み
だ
っ

た
。
結
果
と
し
て
行
政
に
よ
る
隙
間
を
埋
め
た
。

こ
れ
こ
そ
が「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」の
ゆ
え
ん
だ
。

（神
戸
大
・本
紙
提
携
「
神
戸
地
域
講
座
」か
ら

神
戸
新
聞
、
２
０
１
４
・８
・１
付
け
よ
り
）



1995.9.11 防災問題懇談会提言
・防災ボランティアの重要性と普
及運動の必要性

1995.12.8 災害対策基本法の改正
・「ボランティアによる防災活動
の環境の整備に関する事項」の
実施に努める （第8条13）

●2013年 改正災害対策基本法

●２０２５年 改正災害対策基本法
（2025年6月公布）



（２）ボランティア等民間協力の活用と支援

国民の中には、自らの地域を守ることはもとより、ボラン
ティアとして被災者を支援するなどの自発的行動をとると
いう積極的な意識が広まりつつある。今回の震災でも明
らかなように、ボランティアは被災者の援助に大きく貢献
するものであるが、それをさらに活かすため、自主活動を
損なわない形で側面的にボランティアに対する支援を充
実させることが望ましい。行政においては、技能等を有す
るボランティアやリーダーの登録制度を始め、ボランティ
ア団体に対する法人格の付与、経済的基盤の確立のた
めの支援策等について検討するとともに、リーダーの育
成を図り、また、災害時には特に行政面で手薄になって
いる分野をボランティアに周知して、行政がボランティアと
協力して被災者への効果的な援助に当たれるよう務める
べきである。（防災問題懇談会提言 １９９５年９月１１日）



災害対策基本法の改正案の閣議決定（新設）
基本理念

（国及び地方公共団体とボランティアとの連携）

第五条の三国及び地方公共団体は、ボランティ
アによる防災活動が災害（新設）時において果た
す役割の重要性に鑑み、その自主性を尊重しつ
つ、ボランティアとの連携に努めなければならな
い。 （2013年改正）



（読
売
新
聞
２
０
１
１
・３
・１
９
）

「ま
だ
被
災
地
に
行
か
な
い
で
」と
い
う
声
は
大

き
い
。
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
被
災
地
は
支
援

を
求
め
て
い
る
。
孤
立
し
た
避
難
所
が
あ
る
か

も
し
れ
ず
、
歩
い
て
探
し
出
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
実
践
で
き
る
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
強
み
だ
。
」

ー
1
月
中
旬
、
石
川
県
知
事
が

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
控
え
て
！
」と
発
表
。

こ
の

30
年
間
、
災
害
の
た
び
に
「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
控

え
て
！
」と
い
う
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。



（北陸中日2025・5・29）

県
や
馳
知
事
のX

（
旧
ツ
ィ
ッ
タ
ー
）の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら「
能
登
へ
の
不
要
不
急
の
移

動
は
控
え
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
こ
と

に
つ
い
て
、県
側
は「
能
登
に
来
な
い
で
」と

の
誤
解
が
長
期
間
拡
散
さ
れ
た
と
振
り
返
っ
た
。



災
害
対
策
基
本
法
改
定
案

（
２
０
２
５
年
2
月
に
閣
議
決
定
）

＜
概
要
＞

（
３
）
・
避
難
所
の
運
営
支
援
。
炊
き
出
し
、

被
災
家
屋
の
片
づ
け
等
の
被
災
者
援
護
に
協
力

す
る N

P
O
/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
つ
い
て
、

国
の
登
録
制
度
を
創
設

・
国
は
、
必
要
な
場
合
、
登
録
団
体
に
協
力
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
参
加
を
促
進
。

（
＊
被
災
者
援
護
協
力
団
体
）



第
五
節

登
録
被
災
者
援
護
協
力
団
体

（
登
録
被
災
者
援
護
協
力
団
体
の
都
道
府
県
知

事
等
に
よ
る
救
助
へ
の
協
力
）

第
三
十
三
条
の
三

登
録
被
災
者
援
護
協
力
団
体
は
、災
害
救
助
法

第
八
条
第
ニ
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

等
か
ら
協
力
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
は
、同

法
に
よ
る
救
助
に
関
す
る
業
務
に
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。



（北陸中日新聞2025・5・29） （北国新聞社説2025・5・30）

今
回
の
改
正
は
国
の
登
録
化
に
よ
り
被
災
地

支
援
を
担
う
団
体
を「
公
助
」に
近
い
存
在

に
捉
え
る
意
味
を
持
つ
。



こころのケアセンター事始め
兵庫県精神保健協会こころのケアセンター担当理事
神戸大学医学部精神神経科教授 中井久夫

これは、日本の災害において初めて大量に投入された
ボランティアの活動を引き継ぐものだという設立の由来
を考えた。しかし、約４０名の人数でボランティアの役割
を肩代わりできるものではない。そこで、センター独自の
役割を模索した結果、「行政とボランティアとの谷間を埋
める」という定義を考えだした。

（ こころのケアセンター活動報告書
平成７年度 「手さぐりの１年」）



(

神
戸
新
聞

２
０
２
５
・
６
・
３
）

男性 123人、女性 132人
（70代以上が90％以上を占
めた）

<遺族の同意を得た場合の
みー115人＞
・「地震のショック、余震
への恐怖による肉体的・精
神的負担」 77・4％
（複数回答）

・「電気、水道などの途絶
による肉体的・精神的負
担」 46・1％
・避難所の環境が影響した
のは 23・2％
・既往症の悪化は31・3％



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地
の
最
前
線
に
い

て
、
被
災
者
が
何
に
困
っ
て
い
て
、
何
に

悩
ん
で
い
る
の
か
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
被
災
者
の
代
弁
を
し

て
い
る
と
言
え
る
。

被
災
者―

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
専
門

家
ー
行
政(

地
方
自
治
体
）ー
政
府

と
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
解
決
策
を
見
出
す

こ
と
に
工
夫
を
す
れ
ば
、
「誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
れ
な
い
」復
興
に
つ
な
が
る
。



補完性の原理（原本直訳）

個々の人間が自らの努力と創意によって成し遂げ

られることを、彼らから奪い取って共同体に委託す

ることが許されないと同様に、より小さく、より下

位の諸共同体が実施、遂行できることを、より大き

い、より高次の社会に委譲するのは不正である。

・・・・・・

社会のあらゆる活動は、その動機と本性のゆえに社会の

成員たちに補助を提供せねば成らず、彼らを破壊し、吸

収するようなことは決してあってはならない。

（1931年ローマ法王ピオ１１世の「社会回勅」）



〇ローマ法王レオ13世が社会回勅『レールム・ノ
ヴァルム』(1891年)で、この言葉を使っていませんが、
－「人間の尊厳」をすべての出発点におき、それを
家族と国家が保護しなければならないということが
協調されていて、注目されたことに始まります。こ
の原理を調べているうちに、そもそもこの思想のも
とはプロテスタントのカルヴァン派の拠点であった
エムデンで活躍した政治学者アルトジウスであるこ
とがわかりました（1500年代に活躍）。彼は「補完
性の原理が問うているのは、個人の権利と自由を尊
重しなければならないからこそ、諸処のコミュニ
ティにおける表れを重視する必要があると言ってい
ます。（関谷昇・千葉大学、『現代思想

特集 自治の思想』2024vol.52-17より）



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
の
意
義
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
自
ら
発
見
し
開
拓

し
た
現
代
な
ら
で
は
の
意
味
と
は
、
制
度

化
の
発
達
に
よ
っ
て
硬
直
化
し
た
社
会
の
仕

組
み
（特
に
行
政
の
し
く
み
）の「
隙
間
」を

行
動
に
よ
っ
て
埋
め
た
り
縫
合
し
た
り
し
つ

つ
、
人
々
と
社
会
に「
新
し
い
価
値
観
」の
共

有
を
呼
び
か
け
、
社
会
の
仕
組
み
の
解
体
・

再
構
築
を
は
か
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
そ
の
意
味
で
の「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」

だ
っ
た
の
だ
。
新
し
い
市
民
社
会
の
構
築
の

哲
学
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

『
柳
田
邦
男「
想
定
外
」の
罠

大
震
災
と
原
発
』

（文
藝
春
秋
、
２
０
１
１
・9
・１
５

第
一
刷
発
行
）



不幸のどん底にありながら、人は困っている
人に手を差し伸べる。人々は喜々として自分
のやれることに精を出す。見ず知らずの人間
に食事や寝場所を与える。知らぬ間に話し合
いのフォーラムができる‥・・・。
なぜその“楽園”が日常に活かされることは

ないのか？

『災害ユートピア』レベッカ・ソルニットから引用



（関西学院災害復興制度研究所
公式YouTubeチャンネル）

震災レジェンドが語る
「阪神・淡路大震災30年」♯１

https://www.youtube.com/watch?v=jsyhLtO0eg
M&t=389s

https://www.youtube.com/watch?v=jsyhLtO0egM&t=389s

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	　日本全国から最大で1日20,000人のボランティアが 駆けつけたその数は、1年間で延べ 約1,380,000人にのぼった。�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（＊1,380,000人という数字は、未だに塗り替えられていない。�（＊１９２３年の関東大震災がボランティア元年では？とい　　　　�　　う指摘もある。セツルメント運動がボランティアの原点）�（＊現コープこうべを立ちあげた賀川豊彦は、1909年�　　神戸市葺合区（現中央区）で、セツルメント運動を始める。
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39

